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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，日本試験機工業会

（JTM）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，工業標準原案を具して日本工業規格を改正すべき

との申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本工業規格である。 

これによって，JIS B 7722:1999 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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Metallic materials-Charpy pendulum impact test- 

Verification of testing machines 

 

序文 

この規格は，2016 年に第 3 版として発行された ISO 148-2 を基に，技術的内容及び構成を変更すること

なく作成した日本工業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

 

1 適用範囲 

この規格は，構成部品，総合的性能及び測定結果の精度に基づくシャルピー振り子式衝撃試験機（以下，

試験機という。）の検証に関するもので，例えば，JIS Z 2242 によって実施するシャルピー振り子式衝撃試

験で使用する 2 mm 又は 8 mm の衝撃刃をもつ試験機に適用する。 

この規格は，次に記載する二つの検証の方法（直接検証及び間接検証）を規定する。 

a) 直接検証とは，静的な方法であり，試験機がこの規格の要求事項を満たしていることを保証するため

に試験機の主要部品を測定することをいう。検証及び校正は，国内又は国際標準にトレーサブルな機

器を使用する。 

b) 間接検証とは，動的な方法であり，基準試験片を使って吸収エネルギーに対する測定目盛上の測定点

を検証する。基準試験片の要求事項は，JIS B 7740 による。 

また，この規格は，試験片が破断するときの全吸収エネルギーを求めるための試験機の構成要素を評価

する方法を規定する。全吸収エネルギーは，次による。 

－ 試験片自体を破断するのに要するエネルギー 

－ 振り子が片振りするときの内部損失エネルギー 

内部損失エネルギーは，次による。 

－ 直接検証（6.4.5 参照）によって決まる振り子の空気抵抗，回転軸の軸受の摩擦及び置き針の摩擦 

－ 不適切な測定方法及び装置による基礎の衝撃，並びに機枠及び振り子の振動 

注記 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 

ISO 148-2:2016，Metallic materials－Charpy pendulum impact test－Part 2: Verification of testing 

machines（IDT） 

なお，対応の程度を表す記号“IDT”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“一致している”こ

とを示す。 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの


